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特
別
記
事

築
山
宏
樹
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

築
山
宏
樹
君
が
提
出
し
た
博
士
号
学
位
請
求
論
文
「
日
本
の
地
方

政
府
の
立
法
過
程
」
の
構
成
、な
ら
び
に
概
要
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。

本
論
文
の
構
成

　

序
章

　
　

第
１
節　

本
論
文
の
目
的
と
意
義

　
　

第
２
節　

本
論
文
の
構
成

第
１
部　

理
論

　

第
１
章　

日
本
の
地
方
政
治
研
究
の
現
在
：
既
存
研
究
と
問
題
設
定

　
　

第
１
節　

戦
前
戦
後
連
続
論
と
戦
前
戦
後
断
絶
論

　
　

第
２
節　

地
方
議
会
機
能
論

　
　

第
３
節　

比
較
政
治
制
度
論

　
　

第
４
節　

残
さ
れ
た
課
題
と
問
題
設
定

　

第
２
章　

日
本
の
地
方
政
府
の
制
度
類
型
：
比
較
大
統
領
制
研
究
の

視
座
か
ら

　
　

第
１
節　

比
較
大
統
領
制
研
究
の
理
論
的
枠
組
み　

　
　

第
２
節　

日
本
の
地
方
政
府
の
長
の
憲
法
的
権
力　

　
　

第
３
節　

日
本
の
地
方
政
府
の
長
の
党
派
的
権
力　

　
　

第
４
節　

比
較
大
統
領
制
研
究
へ
の
定
位　

　

第
３
章　

連
立
大
統
領
制
の
権
力
融
合
作
用
：
そ
の
理
論
的
帰
結

　
　

第
１
節　

日
本
の
地
方
政
府
の
理
論
的
枠
組
み　

　
　

第
２
節　

連
立
大
統
領
制
の
権
力
融
合
作
用　

　
　

第
３
節　

理
論
的
帰
結
：
立
法
・
議
事
運
営
・
選
挙　

　
　

第
４
節　

本
論
文
の
分
析
枠
組
み　

第
２
部　

実
証

　

第
４
章　

地
方
政
府
の
立
法
的
生
産
性
：
知
事
提
出
議
案
の
実
証
分

析

　
　

第
１
節　

問
題
設
定　

　
　

第
２
節　

仮
説　

　
　

第
３
節　

デ
ー
タ
と
方
法　

　
　

第
４
節　

実
証
分
析　

　
　

第
５
節　

結
論

　

第
５
章　

地
方
議
員
の
立
法
活
動
：
議
員
提
出
議
案
の
実
証
分
析

　
　

第
１
節　

問
題
設
定　

　
　

第
２
節　

仮
説　

　
　

第
３
節　

デ
ー
タ
と
方
法　

　
　

第
４
節　

実
証
分
析　

　
　

第
５
節　

結
論
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第
６
章　

地
方
議
会
の
役
職
配
分
：
委
員
会
構
成
の
規
定
要
因

　
　

第
１
節　

問
題
設
定　

　
　

第
２
節　

仮
説　

　
　

第
３
節　

デ
ー
タ
と
方
法

　
　

第
４
節　

実
証
分
析　

　
　

第
５
節　

結
論

　

第
７
章　

地
方
議
会
の
審
議
時
間
：
会
期
日
数
・
委
員
会
開
催
日
数

の
規
定
要
因

　
　

第
１
節　

問
題
設
定　

　
　

第
２
節　

仮
説　

　
　

第
３
節　

デ
ー
タ
と
方
法　

　
　

第
４
節　

実
証
分
析　

　
　

第
５
節　

結
論　

　

第
８
章　

地
方
議
会
選
挙
の
得
票
分
析
：
議
員
行
動
と
選
挙
と
の
つ

な
が
り 

　
　

第
１
節　

問
題
設
定　

　
　

第
２
節　

仮
説　

　
　

第
３
節　

デ
ー
タ
と
方
法

　
　

第
４
節　

実
証
分
析

　
　

第
５
節　

結
論

　

終
章

　
　

第
１
節　

本
論
文
の
結
論
と
含
意　

　
　

第
２
節　

本
論
文
の
課
題
と
展
望

本
論
文
の
概
要

　

本
論
文
は
、
比
較
政
治
学
の
枠
組
み
か
ら
日
本
の
地
方
政
府
の
立

法
過
程
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
論
的
・
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
の
地
方
政
治
研
究
で
は
、
地
方
政
府

の
自
律
性
を
過
小
評
価
し
て
き
た
旧
来
の
地
方
自
治
研
究
に
対
し
て
、

そ
の
動
態
を
強
調
す
る
実
証
的
知
見
が
蓄
積
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

し
か
し
、
既
存
研
究
の
多
く
が
地
方
政
府
の
政
策
的
帰
結
を
主
要
な

説
明
の
対
象
と
す
る
中
で
、
そ
う
し
た
政
策
的
帰
結
を
生
み
出
す
立

法
過
程
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
十
分
に
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は

言
い
難
い
。
こ
う
し
た
政
治
学
の
現
状
に
対
し
て
、
本
論
文
は
立
法

動
態
・
議
事
運
営
・
選
挙
結
果
な
ど
の
包
括
的
な
研
究
対
象
を
扱
う

こ
と
で
、
首
長
と
議
会
か
ら
な
る
日
本
の
二
元
代
表
制
が
ど
の
よ
う

な
立
法
過
程
を
生
み
出
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

本
論
文
の
特
徴
は
、
比
較
政
治
学
の
理
論
的
枠
組
み
に
依
拠
し
て
、

日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
を
モ
デ
ル
化
し
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ

た
理
論
仮
説
を
一
九
六
七
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
四
七
都
道
府

県
議
会
に
関
す
る
大
規
模
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
統
計
的
に
検
証
し
て

い
る
点
に
あ
る
。
比
較
大
統
領
制
研
究
の
成
果
に
基
づ
け
ば
、
諸
外

国
の
大
統
領
制
に
比
べ
て
、
日
本
の
地
方
政
府
の
長
は
「
強
い
憲
法

的
権
力
」
と
「
弱
い
党
派
的
権
力
」
に
よ
っ
て
首
長
権
力
を
行
使
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
第
２
章
）。
本
論
文
は
、
日
本
の
地
方
政
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府
の
立
法
過
程
が
、「
強
い
憲
法
的
権
力
」
を
有
す
る
首
長
主
導
を

基
本
性
質
と
し
な
が
ら
も
、「
弱
い
党
派
的
権
力
」
を
補
完
す
る
た

め
に
議
会
と
の
協
調
関
係
の
上
に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
特
に
、「
弱
い
党
派
的
権
力
」
の
形
態
で
あ
る
相
乗
り
枠

組
み
が
、
立
法
過
程
に
お
け
る
首
長
と
議
会
の
協
調
関
係
を
生
み
出

す
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
な
作
用
を

「
連
立
大
統
領
制
の
権
力
融
合
作
用
」
と
し
て
定
式
化
し
、
そ
の
立

法
過
程
に
お
け
る
理
論
的
帰
結
を
検
証
し
て
い
る
。

　

本
論
文
の
実
証
分
析
か
ら
は
、
日
本
の
地
方
政
府
の
長
の
支
持
政

党
が
増
加
し
た
場
合
に
首
長
連
立
が
党
派
的
拒
否
権
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

し
て
機
能
す
る
結
果
と
し
て
首
長
提
案
が
減
少
す
る
こ
と
、
そ
の
よ

う
な
首
長
提
案
に
対
す
る
与
党
の
事
前
関
与
を
前
提
と
し
て
議
員
提

案
が
減
少
し
て
議
会
の
審
議
時
間
が
短
縮
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
首
長
連
立
の
維
持
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
議

会
内
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
が
戦
略
的
に
配
分
さ
れ
て
お
り
、
現
に

首
長
与
党
の
地
位
を
得
る
こ
と
は
、
そ
の
政
党
の
得
票
率
を
押
し
上

げ
る
と
い
う
意
味
で
政
党
の
再
選
戦
略
と
し
て
合
理
的
で
あ
る
こ
と

を
実
証
的
に
示
し
て
い
る
。

　

本
論
文
の
全
編
を
通
し
て
、
首
長
と
議
会
の
支
持
関
係
が
、
首
長

提
案
を
議
会
が
速
や
か
に
可
決
す
る
と
い
う
地
方
政
府
の
立
法
過
程

の
機
能
を
促
進
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
は
、

相
乗
り
枠
組
み
が
立
法
過
程
を
静
態
化
さ
せ
る
と
す
る
通
説
的
見
解

に
、
理
論
的
・
実
証
的
基
礎
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
基

礎
に
基
づ
き
、
結
論
部
で
は
、
首
長
と
議
会
の
過
度
な
政
党
連
合
を

抑
制
す
る
方
策
と
し
て
、
議
会
の
立
法
権
力
の
拡
充
、
政
策
立
案
の

た
め
の
補
佐
組
織
の
整
備
、
加
え
て
、
政
党
間
競
争
を
促
す
よ
う
な

選
挙
制
度
改
革
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、
以
上
の
よ
う
な
骨
子
を
二
部
一
〇
章
の
構
成
で
議
論

し
て
い
る
。
第
１
部
で
は
、
本
論
文
の
理
論
的
枠
組
み
が
示
さ
れ
、

第
２
部
で
は
、
そ
の
理
論
的
予
期
が
実
証
さ
れ
る
。
具
体
的
な
各
章

の
概
要
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
１
章
で
は
、
既
存
の
地
方
政
治
研
究
の
経
緯
が
整
理
さ

れ
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
課
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
本
論
文
の
整
理

で
は
、
日
本
の
地
方
政
治
研
究
は
三
つ
の
段
階
を
辿
っ
て
い
る
。
第

一
に
、
戦
前
と
戦
後
の
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
官
僚
制
的
拘
束
の
持

ち
越
し
を
強
調
す
る
戦
前
戦
後
連
続
論
に
対
し
て
、
戦
後
の
地
方
自

治
の
基
本
枠
組
み
と
し
て
民
主
主
義
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
す

る
戦
前
戦
後
断
絶
論
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
中
央
政
府
に
対

す
る
地
方
政
府
の
自
律
性
が
確
認
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
第
二
に
、

地
方
政
府
の
自
律
的
な
意
思
決
定
に
お
い
て
、
首
長
に
対
す
る
地
方

議
会
の
影
響
力
を
強
調
す
る
地
方
議
会
機
能
論
の
潮
流
が
生
じ
て
い

る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
地
方
政
府
の
一
定
の
自
律
性
や
地
方
議
会
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の
一
定
の
影
響
力
を
前
提
と
し
た
上
で
、
首
長
と
議
会
か
ら
な
る
二

元
代
表
制
の
政
策
選
択
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
比
較
政
治
学
の
枠
組
み
か

ら
議
論
す
る
比
較
政
治
制
度
論
へ
と
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、
以
上
の
よ
う
に
既
存
研
究
の
理
論
整
理
を
行
い
な
が

ら
、
近
年
の
地
方
政
治
研
究
の
成
果
に
対
し
て
、
な
お
残
さ
れ
た
二

つ
の
課
題
を
指
摘
す
る
。
一
つ
は
、
地
方
政
府
に
お
け
る
立
法
過
程

論
の
欠
落
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、
予
算
編
成
、
政
策
条

例
、
政
策
転
換
、
否
決
・
修
正
議
決
と
い
っ
た
目
に
見
え
て
重
要
な

事
象
か
ら
地
方
政
府
の
政
策
選
択
を
分
析
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
政

策
選
択
へ
と
至
る
立
法
過
程
に
対
す
る
研
究
関
心
は
相
対
的
に
乏
し

か
っ
た
。
一
方
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
分
析
対
象
の
バ
イ
ア

ス
は
、
首
長
と
議
会
の
権
力
分
立
を
重
視
す
る
分
析
枠
組
み
へ
と
帰

着
し
や
す
い
問
題
も
あ
る
。
本
論
文
は
、
首
長
と
議
会
が
協
調
的
に

行
動
す
る
日
本
の
地
方
政
府
の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
包
括

的
な
立
法
過
程
論
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

第
２
章
で
は
、
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
の
作
用
を
議
論
す

る
基
礎
と
し
て
、
そ
の
制
度
的
特
徴
を
国
際
比
較
の
視
座
に
位
置
づ

け
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、M

ainw
aring 

and Shugart

（1997

）
が
提
示
す
る
憲
法
的
権
力
と
党
派
的
権
力

の
理
論
的
枠
組
み
か
ら
、
日
本
の
地
方
政
府
の
長
の
権
力
が
評
価
さ

れ
る
。
ま
ず
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
地
方
自
治
法
上
、
首

長
に
認
め
ら
れ
た
立
法
権
力
は
大
き
い
。Shugart and Carey

（1992

）
の
指
標
化
に
よ
れ
ば
、
包
括
的
拒
否
権
で
あ
る
再
議
権
、

行
政
命
令
権
に
類
さ
れ
る
専
決
処
分
権
、
排
他
的
な
予
算
提
案
権
と

議
会
に
よ
る
予
算
の
増
額
修
正
の
制
限
は
、
諸
外
国
の
大
統
領
制
の

中
で
も
強
い
立
法
権
力
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
歴

史
的
経
緯
か
ら
比
較
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

大
統
領
制
で
は
な
く
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
新
興
民
主
主

義
国
の
大
統
領
制
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、

そ
の
よ
う
な
地
域
の
大
統
領
制
研
究
の
分
析
視
角
が
、
日
本
の
地
方

政
府
の
体
系
的
な
把
握
に
役
立
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

次
に
、
政
党
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
首
長
権
力
を
、
地
方
政
府
の
政

権
形
態
や
地
方
議
会
の
選
挙
制
度
の
枠
組
み
か
ら
評
価
し
て
い
る
。

Cheibub

（2007

）
が
提
供
す
る
民
主
主
義
国
の
包
括
的
な
政
権
形

態
デ
ー
タ
と
の
比
較
で
は
、（
指
標
化
の
方
法
に
相
違
が
あ
る
た
め

単
純
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
）
首
長
の
選
挙
連
合
は
、
議
会
の
過

半
数
を
統
制
す
る
多
数
政
権
が
少
な
く
、
複
数
政
党
の
支
持
に
よ
る

連
立
政
権
の
形
態
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
地
方
政
府
の
長
は
、
議
会
内
の
支
持
政
党
の
同
意
の
み
を
調

達
し
て
、
自
己
の
政
策
課
題
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
難
し
い
環

境
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、M

ainw
aring and Shugart

（1997

）
の
指
標
化
に
基
づ
き
、
日
本
の
地
方
議
会
の
選
挙
制
度
が
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評
価
さ
れ
る
。
選
挙
順
位
の
統
制
が
で
き
ず
、
同
一
政
党
の
候
補
者

間
で
の
票
集
計
が
行
わ
れ
な
い
単
記
非
移
譲
式
選
挙
制
度
（
Ｓ
Ｎ
Ｔ

Ｖ
）
は
政
党
規
律
を
弱
め
、
こ
れ
も
首
長
の
党
派
的
権
力
を
複
雑
化

す
る
効
果
を
持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
第
２
章
は
、
日
本
の
地
方
政
府
が
首
長
の

「
強
い
憲
法
的
権
力
」
と
「
弱
い
党
派
的
権
力
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ

け
ら
れ
る
こ
と
を
結
論
づ
け
、
そ
う
し
た
制
度
的
前
提
に
依
拠
し
て

日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
理
論
的
に
検
討
さ

れ
る
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

　

第
３
章
で
は
、
第
２
章
の
制
度
に
関
す
る
考
察
を
踏
ま
え
て
、
日

本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
理
論
的
に
検
討
さ
れ

る
。
特
に
、
日
本
の
地
方
政
府
に
お
け
る
連
立
政
権
─
─
相
乗
り
枠

組
み
の
形
成
頻
度
に
着
目
し
、
比
較
大
統
領
制
研
究
の
分
析
視
角
で

あ
る
連
立
大
統
領
制
の
観
点
か
ら
、
首
長
と
議
会
の
相
互
関
係
を
定

式
化
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
第
２
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
地
方
政
府
の
長
は
、

「
強
い
憲
法
的
権
力
」
と
「
弱
い
党
派
的
権
力
」
に
よ
っ
て
政
策
課

題
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
制
度
的
特
徴
の
下
で
、
首
長
は

「
強
い
憲
法
的
権
力
」
に
基
づ
き
地
方
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

寡
占
し
つ
つ
、
議
決
権
を
独
占
す
る
議
会
を
党
派
的
に
統
制
す
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
に
、
議
会
内
勢
力
と
協
調
的
に
政
策
課
題
を
実
現

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
第
３
章
で
は
、
首
長
提
案
の
議
案
比
率
や

そ
の
成
立
率
を
、
日
本
の
国
会
の
内
閣
提
出
法
案
の
そ
れ
と
比
較
し

な
が
ら
、
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
が
首
長
優
位
の
性
質
を
持

つ
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
本
論
文
で
は
、
首
長
の
「
弱
い
党
派
的
権
力
」
の
形

態
で
あ
る
相
乗
り
枠
組
み
が
、
地
方
政
府
の
立
法
過
程
に
及
ぼ
す
作

用
を
検
討
し
て
い
る
。
二
元
代
表
制
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
大

統
領
制
に
類
似
し
た
制
度
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
前
述

の
通
り
で
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
─
─
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
統

領
制
で
は
、
大
統
領
権
力
が
連
立
政
権
の
上
に
行
使
さ
れ
る
「
連
立

大
統
領
制
」
の
政
権
運
営
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
近
年
の
比
較

大
統
領
制
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
、
連
立
大
統
領
制
で
は
、
連
立
政

権
の
運
営
を
通
じ
て
、
大
統
領
の
提
案
を
議
会
が
安
定
的
に
可
決
す

る
と
い
う
、
議
院
内
閣
制
に
類
似
し
た
立
法
過
程
が
生
み
出
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
作
用
を
立
法
過
程
全
体
へ
展
開
し
、

「
連
立
大
統
領
制
の
権
力
融
合
作
用
」
と
し
て
定
式
化
す
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
連
立
政
権
の
維
持
を
通
じ
て
、
首
長

と
議
会
と
の
協
調
関
係
が
立
法
過
程
全
体
を
統
制
す
る
と
主
張
し
、

立
法
・
議
事
運
営
・
選
挙
の
三
つ
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
理
論
的

帰
結
を
検
討
す
る
。
本
論
文
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
首
長
の
支
持
政
党
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の
増
加
は
、
首
長
提
案
や
議
員
提
案
を
抑
制
し
、
議
会
の
審
議
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
協
調
関
係
を

維
持
す
る
た
め
に
、
連
立
与
党
内
で
議
会
内
組
織
の
役
職
が
戦
略
的

に
配
分
さ
れ
、
首
長
の
支
持
政
党
に
加
わ
る
こ
と
で
政
党
の
得
票
が

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
第
３
章
に
お
け
る
理
論
仮
説

が
、
本
論
文
の
検
証
課
題
と
な
る
。

　

第
４
章
で
は
、
連
立
大
統
領
制
の
理
論
的
予
期
と
し
て
、
首
長
の

支
持
政
党
の
増
加
が
、
首
長
提
案
を
抑
制
す
る
一
方
で
、
首
長
提
案

の
効
率
的
な
成
立
を
促
す
と
い
う
理
論
仮
説
が
検
証
さ
れ
る
。
政
府

の
立
法
的
生
産
性
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
は
欧
米
の
議
会
研
究
を
中

心
に
理
論
的
・
実
証
的
知
見
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
。
第
４
章
で
は
、

モ
ノ
ポ
リ
ー
モ
デ
ル
と
い
う
既
存
の
統
合
的
モ
デ
ル
か
ら
、
執
政

府
・
議
会
関
係
が
政
府
の
立
法
的
生
産
性
に
与
え
る
影
響
を
包
括
的

に
検
討
し
て
い
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、T

sebelis
（2002

）
の
拒

否
権
プ
レ
イ
ヤ
ー
論
に
よ
る
理
論
的
検
討
で
あ
る
。
拒
否
権
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
、
現
状
の
変
更
に
同
意
を
必
要
と
す
る
主
体
の
こ
と
を
指
し
、

彼
ら
の
同
意
の
範
囲
内
で
の
み
現
状
の
変
更
が
可
能
と
な
る
と
い
う

含
意
を
導
く
。T
sebelis

（2002

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
議
院
内
閣

制
の
政
権
形
成
を
主
な
事
例
と
し
て
、
連
立
与
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

距
離
が
拡
大
す
る
ほ
ど
、
重
要
立
法
が
減
少
す
る
こ
と
を
実
証
し
て

い
る
。

　

第
４
章
は
、
そ
う
し
た
理
論
的
予
期
が
、
連
立
政
権
を
媒
介
と
し

て
、
大
統
領
制
に
も
一
定
程
度
妥
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

具
体
的
に
は
、
一
九
六
七-

二
〇
〇
六
年
の
都
道
府
県
議
会
の
パ
ネ

ル
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
知
事
選
挙
に
お
い
て
知
事
に
推
薦
・
支
持
を

与
え
た
政
党
の
有
効
会
派
数
が
増
加
す
る
ほ
ど
新
規
制
定
条
例
数
が

減
少
す
る
こ
と
を
、
乗
法
的
分
散
不
均
一
回
帰
モ
デ
ル
や
非
条
件
付

き
固
定
効
果
ポ
ア
ソ
ン
・
負
の
二
項
回
帰
モ
デ
ル
な
ど
の
複
数
の
推

定
方
法
に
よ
っ
て
確
認
す
る
。
他
方
で
、
そ
う
し
た
知
事
の
政
党
基

盤
が
議
会
内
で
多
数
勢
力
に
な
る
ほ
ど
、
知
事
提
案
は
否
決
や
修
正

議
決
に
直
面
し
に
く
く
原
案
可
決
さ
れ
や
す
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

相
乗
り
枠
組
み
は
、
首
長
提
案
を
抑
制
化
し
つ
つ
そ
の
速
や
か
な
成

立
を
期
す
る
と
い
う
意
味
で
、
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
を
静

態
化
し
て
き
た
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
第
５
章
で
は
、
連
立
大
統
領
制
の
理
論
的
予
期
と
し
て
、

首
長
の
支
持
政
党
の
増
加
が
、
議
員
提
案
を
抑
制
す
る
と
い
う
理
論

仮
説
が
検
証
さ
れ
る
。
第
４
章
の
議
論
と
も
関
連
す
る
よ
う
に
、
本

論
文
が
提
起
す
る
連
立
大
統
領
制
は
、
首
長
権
限
に
よ
っ
て
、
議
会

内
の
首
長
与
党
の
政
策
選
好
が
一
定
程
度
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
含

意
す
る
。
首
長
提
案
を
通
じ
て
自
己
の
政
策
選
好
を
実
現
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
議
会
内
で
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
立
法
活
動
の
必
要
性
は
一

層
乏
し
く
な
る
。
特
に
、
立
法
権
力
に
係
る
制
度
的
・
技
術
的
制
約
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が
大
き
い
日
本
の
地
方
議
会
に
お
い
て
は
、
こ
と
さ
ら
首
長
提
案
へ

の
従
属
が
強
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
５
章
で
は
、
第
４
章
と
同
種
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
と
推
定
方
法
を

用
い
て
、
一
部
の
政
党
に
つ
い
て
は
、
知
事
と
支
持
関
係
を
形
成
し

て
い
る
場
合
に
、
政
策
条
例
案
を
提
案
し
に
く
い
こ
と
を
実
証
し
て

い
る
。
加
え
て
、
地
方
議
会
の
制
度
的
制
約
を
包
括
的
に
捉
え
、
議

会
内
や
中
央
レ
ベ
ル
に
お
け
る
一
党
優
位
体
制
の
政
党
シ
ス
テ
ム
が
、

地
方
議
会
の
立
法
活
動
を
制
約
づ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
の
有
益
な
実

証
的
知
見
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
第
５
章
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
地
方

議
会
の
制
度
帰
結
で
あ
る
総
与
党
体
制
や
一
党
優
位
体
制
が
、
地
方

議
会
の
立
法
過
程
を
静
態
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
第
６
章
で
は
、
連
立
大
統
領
制
の
理
論
的
予
期
と
し
て
、

首
長
の
支
持
政
党
の
増
加
が
、
議
会
内
組
織
の
役
職
配
分
の
比
例
性

を
高
め
る
と
い
う
理
論
仮
説
が
検
証
さ
れ
る
。
法
制
度
を
重
視
し
て

き
た
旧
来
の
地
方
自
治
研
究
で
は
、
日
本
の
地
方
議
会
の
議
会
運
営

は
全
国
一
律
の
地
方
自
治
法
と
会
議
規
則
に
よ
っ
て
、
画
一
化
さ
れ

て
き
た
と
理
解
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
認
識
に
大
き
な
誤

り
は
な
い
が
、
現
実
に
は
、
議
会
内
組
織
の
役
職
配
分
、
会
議
規
則
、

議
事
手
続
き
の
運
用
実
態
は
、
地
方
議
会
ご
と
に
特
色
が
あ
る
。
第

６
章
は
、
特
に
、
地
方
議
会
の
委
員
会
の
役
職
配
分
に
着
目
し
て
、

正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
が
首
長
連
立
の
存
立
維
持
の
た
め
に
戦
略
的
に

運
用
さ
れ
て
き
た
側
面
を
示
し
て
い
る
。

　

第
６
章
で
は
、
ま
ず
、
日
本
の
地
方
議
会
の
役
職
配
分
が
、
一
党

優
位
制
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
自
民
党
に
よ
る
役
職
の
寡
占
状

況
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と
を
一
九
七
二-

二
〇
〇
三
年
の
都
道
府

県
議
会
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
か
ら
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の

よ
う
な
多
数
主
義
的
な
役
職
配
分
が
い
か
な
る
場
合
に
阻
害
さ
れ
る

の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
多
数
党
で
あ
る
自
民
党
の
会
派
分
裂
、

自
民
党
以
外
の
与
党
連
合
の
拡
大
、
小
会
派
に
議
事
運
営
へ
の
関
与

を
認
め
る
議
会
運
営
ル
ー
ル
の
存
在
と
い
う
三
つ
の
仮
説
を
検
証
し

て
い
る
。
固
定
効
果
モ
デ
ル
や
変
量
効
果
モ
デ
ル
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ー
タ
分
析
の
推
定
結
果
か
ら
は
、
自
民
党
以
外
の
与
党
議
席
率
の

増
加
と
交
渉
団
体
と
認
め
る
最
低
所
属
議
員
数
の
減
少
に
伴
っ
て
、

正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
有
効
会
派
数
や
小
会
派
議
席
率
が
増

加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
第
７
章
で
は
、
連
立
大
統
領
制
の
理
論
的
予
期
と
し
て
、

首
長
の
支
持
政
党
の
増
加
が
、
議
会
の
審
議
時
間
を
短
縮
す
る
と
い

う
理
論
仮
説
が
検
証
さ
れ
る
。
第
４
章
と
第
５
章
と
の
関
連
で
は
、

連
立
大
統
領
制
の
拡
大
は
、
首
長
提
案
や
議
員
提
案
を
抑
制
し
、
ま

た
、
首
長
提
案
と
議
会
の
政
策
選
好
の
乖
離
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

予
期
さ
れ
る
。
議
会
の
支
持
勢
力
の
政
策
選
好
が
首
長
提
案
に
反
映

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
首
長
提
案
の
審
議
を
遅
延
し
、
そ
の
問
題
点
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に
関
し
て
徹
底
的
な
討
議
を
重
ね
る
理
由
は
乏
し
い
。
加
え
て
、
第

７
章
で
は
政
党
シ
ス
テ
ム
の
分
極
化
の
要
因
や
、
そ
う
し
た
与
党
化

や
多
党
化
の
影
響
が
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
職
や
各
委
員
会
の

委
員
長
職
と
い
っ
た
議
事
運
営
権
の
掌
握
の
程
度
に
依
存
す
る
の
か

と
い
っ
た
点
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
第
７
章
で
は
、
一
九
六
七-

二
〇
〇
六
年
の
都
道
府

県
議
会
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
与
党
議
席
率
が
低
く
、
有
効

会
派
数
が
大
き
い
議
会
で
、
会
期
日
数
や
委
員
会
開
催
日
数
が
長
期

化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
重
共
線
性
の
懸
念
に

注
意
が
必
要
だ
が
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
分
極
化
に
つ
い
て
は
、
議
会

運
営
委
員
会
の
委
員
職
や
各
委
員
会
の
委
員
長
職
の
掌
握
の
程
度
に

よ
っ
て
審
議
時
間
の
変
動
が
よ
り
よ
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
第
７
章

の
結
論
も
、
第
５
章
と
同
じ
く
、
地
方
議
会
の
総
与
党
体
制
や
一
党

優
位
体
制
が
、
地
方
議
会
の
立
法
過
程
を
静
態
化
さ
せ
る
と
す
る
通

説
的
見
解
に
、
理
論
的
・
実
証
的
基
礎
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い

よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
８
章
で
は
、
連
立
大
統
領
制
の
理
論
的
予
期
と
し
て
、

首
長
の
支
持
政
党
が
、
得
票
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
理
論
仮
説
が
検

証
さ
れ
る
。
第
４
章
か
ら
第
８
章
で
は
、
首
長
連
立
の
拡
大
が
、
首

長
と
議
会
の
協
調
関
係
を
促
進
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
協
調
関
係
は
、
議
会
の
再
選
誘
因
を
満
た
す
も
の
な
の
か
、

さ
ら
に
第
５
章
と
の
関
連
で
は
、
地
方
議
員
の
立
法
活
動
と
選
挙
と

の
つ
な
が
り
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
第
８
章
で
は
、
首
長
に
対
す
る
支
持
関
係
の
形
成
が
、

首
長
提
案
へ
の
事
前
関
与
や
行
政
部
局
へ
の
日
常
的
な
介
入
を
可
能

と
す
る
こ
と
で
、
首
長
与
党
の
得
票
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、

議
会
内
で
の
議
案
提
出
行
動
が
有
権
者
に
対
す
る
功
績
の
誇
示
や
立

場
表
明
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
政
党
の
得
票
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
の

仮
説
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
推
定
方
法
で
は
、
議
員
の
選
挙
戦

略
と
選
挙
結
果
の
間
の
内
生
性
に
配
慮
し
た
動
学
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
分

析
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
五-

二
〇
〇
七
年
ま
で
の
都
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
に
関

す
る
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
たA
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推
定
量
に

よ
る
実
証
分
析
の
結
果
か
ら
は
、
知
事
と
の
支
持
関
係
の
形
成
が
一

定
の
国
政
政
党
の
次
回
選
挙
で
の
得
票
を
増
加
さ
せ
る
一
方
、
議
会

内
で
の
政
策
条
例
の
提
案
や
成
立
は
選
挙
結
果
と
統
計
的
に
有
意
な

関
連
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
８
章
で

は
、
こ
う
し
た
議
員
の
再
選
戦
略
の
有
効
性
の
相
違
を
、
二
元
代
表

制
の
権
限
配
分
の
非
対
称
性
の
観
点
か
ら
議
論
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
地
方
議
会
の
立
法
権
力
に
制
度
的
・
技
術
的
制
約
が
存
在
す
る

こ
と
が
、
得
票
に
結
び
つ
く
よ
う
な
実
効
性
の
あ
る
立
法
活
動
を
難

し
く
し
、
行
政
部
局
へ
の
従
属
を
選
択
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
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と
問
題
提
起
す
る
。

　

最
後
に
、
終
章
で
は
こ
う
し
た
理
論
的
・
実
証
的
検
討
を
概
括
し

た
後
、
そ
の
日
本
政
治
や
比
較
政
治
に
対
す
る
含
意
が
示
さ
れ
る
。

ま
た
、
本
論
文
に
残
さ
れ
た
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
。
本
論
文
は
、
連
立
大
統
領
制
の
権
力
融
合
作
用
に
よ
っ
て
、
日

本
の
相
乗
り
枠
組
み
が
、
首
長
と
議
会
の
協
調
関
係
を
促
進
し
て
き

た
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
実
証
的

知
見
に
依
拠
し
つ
つ
、
ま
ず
、
日
本
政
治
に
対
し
て
は
、
立
法
過
程

の
抑
制
的
な
性
質
を
緩
和
す
る
た
め
の
制
度
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
首
長
に
対
す
る
議
会
の
従
属
誘
因
を
弱
め
る
た
め
に
、

議
会
の
立
法
権
力
を
拡
充
す
る
こ
と
─
─
た
と
え
ば
、
議
会
の
予
算

の
増
額
修
正
の
制
限
の
廃
止
や
予
算
の
議
決
項
目
の
拡
大
な
ど
─
─

や
、
議
会
独
自
の
政
策
立
案
を
補
佐
す
る
た
め
の
議
会
事
務
局
の
機

能
強
化
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
議
員
集
団
の
政

策
立
案
や
政
策
競
争
を
促
す
た
め
に
、
政
党
政
治
を
促
進
す
る
よ
う

な
政
党
中
心
の
選
挙
制
度
─
─
た
と
え
ば
、
穏
当
な
選
挙
区
定
数
下

で
の
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
─
─
の
導
入
も
提
案
さ
れ
る
。

　

他
方
で
、
比
較
政
治
に
対
し
て
は
、
連
立
大
統
領
制
と
い
う
研
究

課
題
を
大
統
領
の
提
案
に
対
す
る
議
員
の
支
持
だ
け
で
な
く
、
大
統

領
の
提
案
の
内
容
や
そ
の
議
事
運
営
、
選
挙
的
帰
結
と
い
っ
た
立
法

過
程
全
体
へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
試
み
を

通
じ
て
、
連
立
大
統
領
制
と
い
う
事
象
が
、
説
明
責
任
な
ど
の
民
主

主
義
の
規
範
的
価
値
に
対
し
て
い
か
な
る
貢
献
を
果
た
す
の
か
を
議

論
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
し
て
い
る
。

本
論
文
の
評
価

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
戦
後
日
本
の
都
道

府
県
に
お
け
る
立
法
過
程
に
つ
い
て
比
較
大
統
領
制
と
い
う
理
論
枠

組
み
か
ら
初
め
て
体
系
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
連
立
大
統
領

制
に
お
け
る
権
力
融
合
作
用
と
い
う
概
念
か
ら
相
乗
り
現
象
の
合
理

性
を
説
明
し
た
力
作
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
比
較
政
治
学
の
枠
組
み

に
依
拠
し
な
が
ら
、
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
、
新

た
な
理
論
的
・
実
証
的
知
見
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の

う
ち
、
先
行
研
究
を
紹
介
し
た
箇
所
を
除
く
六
つ
の
章
が
全
て
、
日

本
政
治
学
会
年
報
や
公
共
選
択
学
会
年
報
な
ど
の
学
術
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
す
で
に
関
連
学
会
で
も
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
本
論
文
の
政
治
学
上
の
意
義
は
、
次
の
点
に
あ

る
と
考
え
る
。
第
一
に
、
本
論
文
は
、
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過

程
の
作
用
を
検
証
す
る
た
め
に
、
一
九
六
七
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま

で
の
四
七
都
道
府
県
議
会
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
構
築
し
て
お

り
、
そ
の
質
は
大
規
模
デ
ー
タ
に
基
づ
く
近
年
の
地
方
政
治
研
究
の

成
果
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
論
文
中
に
記
述
さ
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れ
る
通
り
、
既
存
研
究
の
公
開
デ
ー
タ
に
依
存
し
て
い
る
部
分
も
あ

る
が
、
立
法
動
態
や
議
事
運
営
に
関
す
る
立
法
デ
ー
タ
の
一
部
は
、

こ
れ
ま
で
長
期
間
に
渡
り
包
括
的
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

も
の
で
、
地
方
政
府
の
立
法
過
程
の
記
述
的
な
特
性
を
把
握
す
る
上

で
き
わ
め
て
貴
重
な
デ
ー
タ
を
構
成
し
て
い
る
。
従
来
、
地
方
議
会

の
低
調
な
仕
事
ぶ
り
に
対
し
て
は
批
判
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
一
方
、
地
方
議
会
の
実
際
の
活
動
状
況
や
そ
の
通
時
的
・
共
時

的
な
変
動
は
十
分
に
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
文
が
依
拠
す

る
デ
ー
タ
は
、
地
方
政
府
の
立
法
過
程
の
実
態
に
光
を
あ
て
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
資
料
的
価
値
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
第
二
に
、
本
論
文
は
、
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
の

作
用
に
つ
い
て
、
比
較
政
治
学
の
成
果
に
依
拠
し
な
が
ら
、
地
方
政

治
研
究
の
分
野
に
お
い
て
新
規
性
の
あ
る
理
論
的
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
単
に
貴
重
な
デ
ー
タ
が
あ
る
か
ら
分
析
を
す
る
の
で

は
な
く
、
理
論
的
枠
組
み
か
ら
導
出
さ
れ
た
理
論
仮
説
を
検
証
す
る

と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
と
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過

程
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
体
系
的
理
解
を
促
進
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
理
論
的
検
討
の
内
容
も
、
地
方
政
治
研
究
の
分
野

で
は
新
規
性
が
あ
り
、
特
に
、
連
立
大
統
領
制
と
い
う
分
析
視
角
は
、

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
議
論
で
あ
る
。
日
本

の
相
乗
り
枠
組
み
は
、
大
統
領
制
下
に
お
け
る
連
立
政
権
の
形
態
に

ほ
か
な
ら
ず
、
比
較
大
統
領
制
研
究
の
具
体
的
な
成
果
に
言
及
し
な

が
ら
、
そ
う
し
た
理
論
モ
デ
ル
化
を
図
っ
た
新
規
性
は
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
連
立
大
統
領
制
の
権
力
融
合
作
用
そ
の
も
の
は
、
相

乗
り
枠
組
み
が
地
方
政
府
の
立
法
過
程
を
静
態
化
さ
せ
る
と
す
る
通

説
的
見
解
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
通
説
的
見

解
を
統
合
的
な
形
で
理
論
的
に
解
釈
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
点
で
、

本
論
文
全
体
の
主
張
に
独
創
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
第
三
に
、
本
論
文
は
こ
う
し
た
独
創
的
な
デ
ー
タ
や
理

論
仮
説
を
用
い
て
、
適
切
な
実
証
分
析
の
方
法
に
よ
っ
て
妥
当
な
実

証
的
知
見
を
引
き
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
本
論
文

で
は
、
都
道
府
県
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
各
種
の

処
置
に
よ
っ
て
都
道
府
県
ご
と
や
時
代
ご
と
の
観
測
で
き
な
い
異
質

性
を
統
制
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
体
内
の
標
準
誤

差
の
級
内
相
関
も
考
慮
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
の
特
定
化
は
、

近
年
の
地
方
政
治
研
究
の
標
準
的
な
要
求
水
準
を
満
た
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
第
４
章
・
第
５
章
で
は
、
非
負
整
数
の
計
数

デ
ー
タ
の
分
析
に
対
し
て
ポ
ア
ソ
ン
回
帰
モ
デ
ル
や
負
の
二
項
回
帰

モ
デ
ル
な
ど
を
利
用
し
て
お
り
、
制
限
付
き
の
従
属
変
数
に
対
し
て

適
切
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
８
章
で
は
、
議
員
行

動
と
選
挙
結
果
と
い
う
内
生
変
数
の
関
係
を
推
定
す
る
た
め
に
、

A
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推
定
量
を
用
い
る
な
ど
の
既
存
の
地
方
政
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治
研
究
に
は
な
い
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
試
み
を
通
じ
て
、
第
四
に
、
本
論
文
が
提
出
す
る
実

証
的
知
見
は
、
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
に
関
し
て
重
要
な
発

見
を
な
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
第
４
章
で
は
、
知
事
の
与
党
会
派

数
の
増
加
に
伴
っ
て
都
道
府
県
の
新
規
制
定
条
例
数
が
減
少
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
相
乗
り
枠
組
み
が
大
き
な
現
状
変
更
を

困
難
に
す
る
と
い
う
重
要
な
含
意
を
導
い
て
い
る
。
第
５
章
や
第
７

章
で
は
、
都
道
府
県
議
会
の
構
成
や
各
会
派
の
支
持
関
係
が
議
会
の

活
動
状
況
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
を
示
し
て
、
総
与
党
体
制
や
一
党
優

位
体
制
と
い
っ
た
特
徴
が
日
本
の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
を
静
態
化

さ
せ
る
こ
と
を
大
規
模
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、

第
６
章
で
は
、
議
会
内
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
が
政
党
連
立
の
存
立

維
持
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
含
意
を
導
い
て
お
り
、
比

較
大
統
領
制
研
究
の
実
証
的
知
見
と
し
て
も
意
義
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

第
８
章
で
は
知
事
と
の
支
持
関
係
の
形
成
が
政
党
得
票
に
正
の
影
響

を
持
つ
一
方
、
議
会
内
の
立
法
活
動
は
政
党
得
票
と
何
ら
関
連
も
持

た
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
首
長
と
支
持
関
係

を
結
ぶ
こ
と
に
熱
心
で
あ
り
な
が
ら
、
議
員
立
法
に
は
消
極
的
で
あ

る
と
い
う
地
方
議
員
の
観
察
事
実
を
選
挙
誘
因
の
観
点
か
ら
説
明
づ

け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
実
証
的
知
見
は
、
日
本
の
地
方
政

府
の
立
法
過
程
に
関
す
る
体
系
的
理
解
に
貢
献
し
つ
つ
、
そ
の
上
で
、

終
章
で
示
す
よ
う
な
地
方
制
度
改
革
に
も
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
と
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
優
れ
た
本
論
文
に
も
残
さ
れ
た
課

題
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
終
章
で
言
及
す
る
よ
う
に
、
日
本

の
地
方
政
府
の
立
法
過
程
と
い
う
研
究
課
題
に
対
し
て
、
本
論
文
で

は
扱
わ
れ
て
い
な
い
研
究
対
象
が
存
在
す
る
。
ま
ず
従
属
変
数
に
つ

い
て
み
る
と
、
第
８
章
で
は
、
首
長
と
の
支
持
関
係
の
形
成
が
政
党

の
集
票
戦
略
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、

首
長
に
と
っ
て
相
乗
り
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
な
選
挙
上
の
意
味
を
持

つ
の
か
は
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
首
長
の
再
議
制
度
や

専
決
処
分
制
度
の
運
用
、
議
員
の
請
願
・
陳
情
の
処
理
、
住
民
の
直

接
請
求
な
ど
、
本
論
文
で
は
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
立

法
活
動
も
あ
る
。
加
え
て
、
地
方
政
府
の
立
法
過
程
が
、
地
域
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

次
に
独
立
変
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
中
央
地
方
関
係
を
よ
り
重
視

す
る
必
要
が
あ
る
。
比
較
大
統
領
制
研
究
は
、
通
常
、
国
家
を
説
明

の
対
象
と
す
る
た
め
、
政
府
や
議
会
の
自
律
性
は
自
明
と
な
る
。
他

方
、
日
本
の
よ
う
な
単
一
制
の
中
央
地
方
関
係
の
下
で
は
、
地
方
政

府
の
政
策
選
択
は
中
央
政
府
の
意
向
に
大
き
く
制
約
づ
け
ら
れ
る
た

め
、
そ
う
し
た
制
度
的
制
約
は
考
慮
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
本
論
文
で
は
理
論
的
検
討
は
行
っ
て
い
る
が
、
選
挙
区
構
成

の
相
違
が
地
方
議
員
の
立
法
活
動
を
特
色
づ
け
る
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
論
文
は
、
首
長
と
議
会
の

二
元
代
表
制
を
重
視
す
る
一
方
、
住
民
自
治
の
観
点
か
ら
住
民
が
地

方
政
府
の
立
法
過
程
に
ど
の
よ
う
に
包
含
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
分
析
方
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
終
章
で
も
言
及
さ
れ
て

い
る
通
り
、
本
論
文
で
は
、
地
方
政
府
の
時
代
的
な
文
脈
依
存
性
が

モ
デ
ル
か
ら
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
地
方
政
治
研
究
が
、

日
本
の
地
方
政
府
の
時
代
的
な
変
容
を
強
調
す
る
の
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
革
新
自
治
体
の
隆
盛
、
相
乗
り
枠
組
み
の
定
着
、

無
党
派
首
長
の
増
加
と
い
っ
た
現
象
を
十
把
一
絡
げ
に
し
て
し
ま
う

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
時
代
に
よ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
変
化
も
考
慮

さ
れ
て
然
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
論
文
で
は
、
統
計
解
析

に
よ
る
仮
説
検
証
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
事
例
研
究
な
ど
の
定

性
的
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
本
論
文
の
理
論
的
主
張
の
妥
当
性
を

よ
り
具
体
的
か
つ
説
得
的
に
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に

は
、
地
方
政
府
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
観
察
し
た
四
〇
年
間
の
政

策
内
容
の
変
化
と
そ
の
要
因
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
で
、

定
量
的
な
分
析
結
果
を
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

結
　
論

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
い
ず
れ
も
本
学
位
請
求
論
文
に
お
け

る
問
題
点
と
い
う
よ
り
は
、
築
山
君
が
今
後
、
生
涯
を
か
け
て
行
う

研
究
に
お
け
る
課
題
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値

を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
の
審
査
に
あ
た
っ

た
主
査
、
副
査
は
一
致
し
て
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義

塾
大
学
）
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
七
年
七
月
一
七
日

主
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慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

小
林　

良
彰

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

大
山　

耕
輔

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

片
山　

善
博

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　


